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 コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
本
質 

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
活
動
に
対
し
平
素
よ
り
ご
理
解
、
ご
助
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

八
月
五
日
の
暑
い
、
熱
い
夏
祭
り
も
た
く
さ
ん
の

人
手
の
中
、
事
故
も
な
く
無
事
終
わ
る
こ
と
が
出
来

ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
月
十
五
日
に
は
親
睦
大
運
動
会
、
二
月
十
一

日
に
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
イ
ベ
ン
ト
屋
の
如
く
行

事
を
消
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
コ
ミ
の
ス
タ
ッ
フ
一

同
は
「
少
し
だ
け
で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
れ

ば
・
・
・
」
と
い
う
熱
い
思
い
で
地
域
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

今
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
受
け
て
い
る
秋
月
「
お

知
ら
せ
・
安
心
メ
ー
ル
」
も
そ
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の
大
き
な

命
題
で
あ
り
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
が
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
誰
で
も
が
共
通
に
理
解
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
の
積
み
重

ね
と
継
続
が
安
全
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

大
き
く
寄
与
し
て
く
れ
る
も
の
と
、
私
は
考
え
て
い

ま
す
。 

 

秋
月
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
推
進
協
議
会 

会
長 

山 

本 

秀 

明 
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社会福祉協議会の行事（いきいきサロン） 

                  

        

 

公民館の行事（夏休み子ども教室） 

 夏休みに入って子ども教室を行いましたが、沢山の子どもたちが参加してくれました。先生方も喜んで指導して

くださいました。せっかく習ったことは､ぜひ続けて欲しいと思います｡ 

子ども洋裁教室 7/24          子ども民謡・三味線教室 7/25    子ども手話教室 7/26 

       

子ども絵手紙教室 7/31        子ども料理教室 8/2          ジュニアジャズダンス教室 8/26予定 

       

（8/5 夏祭りの写真より） 

『い
つ
で
も
お
元
気
で
』 

七
月
十
九
日
（
水
）
秋
月
公
民
館
で
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
周
南
市
鼓
海

園
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

山
田
七
生
先

生
を
お
招
き
し
て
介
護
保
険
の
改
正
に
つ
い
て

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
等
で
楽
し
く
過
ご
し
、
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
に
つ
い
て
の
討
議
も
な
さ
れ
ま
し
た
。 

高
齢
者
と
し
て
自
立
の
心
を
失
わ
ず
、
健

康
で
健
や
か
な
老
後
を
送
る
た
め
の
備
え
を

学
び
ま
し
た
。 

 



森
原
　
軍
治

会
　
　
計

監
　
　
査

監
　
　
査

監
　
　
査

秋
月
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
役
員

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局

副
会
長

河
　
佐
　
幸
　
則

楠
木
二
丁
目
自
冶
会

　　2006   9月1日号(創刊号)　　　(3)

黒
岩
町
　
　
自
冶
会

秋
月
一
丁
目
自
冶
会

江
の
宮
目
自
冶
会

秋
月
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

役
職
名

氏
　
　
　
　
名

代
 

表
 

団
 

体
 

名

山
　
崎
　
正
　
雄

末
　
岡
　
義
　
治

大
　
黒
　
は
つ
子

黒
岩
町
　
　
自
冶
会

楠
木
二
丁
目
自
冶
会

扇
町
県
住
自
冶
会

扇
町
市
住
自
冶
会

公
 

民
 

館
 

職
 

員

公
　
民
　
館
　
長

扇
町
県
住
自
冶
会

黒
岩
町
　
　
自
冶
会

役
職
名

氏
　
　
 

名

代
 

表
 

団
 

体
 

名

副
会
長

会
　
　
長

森
　
原
　
軍
　
治

井
　
上
　
　
剛

大
　
黒
　
み
つ
江

野
　
村
　
貞
　
雄

福
　
田
　
時
　
江

事
務
局

黒
岩
町
　
　
自
冶
会

黒
岩
町
　
　
自
冶
会

秋
月
ニ

ュ
ー

タ
ウ
ン
自
冶
会

秋
月
三
丁
目
自
冶
会

宮
　
原
　
龍
　
一

大
　
木
　
和
　
彦

岩
　
本
　
靖
　
司

岡
　
村
　
宏
　
司

事
務
局

福
　
本
　
　
智

野
　
村
　
賢
　
史

楠
木
二
丁
目
自
冶
会

盆
踊
り
保
存
会

秋
月
公
民
館
職
員
及
び
今
年
度
諸
団
体
の
役
員
紹
介

会
　
　
長

金
　
子
　
　
睦

扇
町
県
住
自
冶
会

会
　
　
計

錦
　
　
松
　
　
会

土
　
井
　
輝
　
美

貞
 

野
 

修
一
郎

扇
町
県
住
自
冶
会

森
　
原
　
軍
　
治

公
 

民
 

館
 

職
 

員

大
　
黒
　
み
つ
江

秋
月
ニ

ュ
ー

タ
ウ
ン
自
冶
会

会
計
監
査

会
計
監
査

野
　
村
　
貞
　
雄

広
報
部
長

広
報
部
長

事
業
副
部
長

事
業
部
長

事
務
局

青
　
木
　
和
　
友

福
　
田
　
恒
　
子

山
　
本
　
秀
　
明

秋
月
一
丁
目
自
冶
会

事
務
局

副
会
長

事
務
局

公
 

民
 

館
 

職
 

員國
　
次
　
俊
　
江

森
　
原
　
軍
　
治

貞
　
弘
　
昌
　
理

井
　
上
　
　
剛

事
　
務
　
職
　
員

事
　
務
　
職
　
員

公
民
館
　
主
　
事

公
 

民
 

館
 

長



氏
　
　
　
　
名

担
　
当
　
地
　
区

野
　
村
　
貞
　
雄

黒
　
岩
　
町
　
　
自
　
冶
　
会

江
の
宮
町
市
住
　
自
　
冶
　
会

加
　
藤
　
貞
　
子

江
の
宮
町
　
　
　
自
　
冶
　
会

堀
　
田
　
史
　
子

江
の
宮
町
　
　
　
自
　
冶
　
会

秋
月
三
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

神
　
足
　
純
　
子

江
の
宮
十
二
棟
　
自
　
冶
　
会

原
　
田
　
倫
　
子

曙
　
　
町
　
　
　
自
　
冶
　
会

江
の
宮
町
　
　
　
自
　
冶
　
会

貞
弘
　
　
茂
登
子

黒
　
岩
　
町
　
　
自
　
冶
　
会

福
　
田
　
時
　
江

黒
　
岩
　
町
　
　
自
　
冶
　
会

秋
月
二
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

川
口
　
　
由
紀
子

秋
月
二
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

守
　
田
　
和
　
子

秋
月
三
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

青
　
木
　
和
　
友

楠
木
二
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

秋
月
地
区
民
生
委
員
、
児
童
委
員
協
議
会

氏
　
　
　
名

担
　
　
当
　
　
地
　
　
区
　
　
名

牛
島
　
和
子

原
　
　
隆
男

山
崎
　
正
雄

寺
西
　
洋
児

秋
　
　
月
　
　
三
　
　
丁
　
　
目

扇
町
県
住

(

県
住
I

棟
か
ら
O
棟

)

高
松
　
英
明

北
村
　
幸
則

黒
岩
　
和
子

主
 

任
 

児
 

童
 

委
 

員

田
中
　
清
水

秋
　
月
　
ニ

ュ
 
ー
　
タ
　
ウ
　
ン

森
原
　
軍
治

品
川
　
孟
司

扇
町
市
住

(

市
住
一
棟
か
ら
十
棟

)

立
山
　
　
登
喜
子

本
　
田
　
文
　
子

石
　
橋
　
久
　
子

山
　
形
　
貞
　
子

大
黒
は
つ
子

河
佐
　
幸
則

福
田
　
恒
子

 各　自　冶　会　福　祉　委　員　

石
　
田
　
由
　
美

全
　
　
　
　
区
　
　
　
　
域

楠
　
　
木
　
　
二
　
　
丁
　
　
目

全
　
　
　
　
区
　
　
　
　
域

扇
町
県
住
　
　
　
自
　
冶
　
会

橋
　
本
　
順
　
子

扇
町
市
住
　
　
　
自
　
冶
　
会

小
田
 
 

久
美
子

扇
町
市
住
　
　
　
自
　
冶
　
会

扇
町
県
住

(

県
住
A
棟
か
ら
H
棟

)

花
　
　
陽
　
　
二
　
　
丁
　
　
目

花
　
　
陽
　
　
一
　
　
丁
　
　
目

野
村
　
　
ヒ
ロ
子

秋
月
一
丁
目
　
　
自
　
冶
　
会

            2006  9月1日号　(創刊号)　(4)　

曽
　
根
　
初
　
恵

扇
町
県
住
　
　
　
自
　
冶
　
会

緒
方
　
　
真
砂
子

秋
月
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
　
自
冶
会

村
　
田
　
晴
　
子

秋
　
　
月
　
　
二
　
　
丁
　
　
目

江
の
宮
町
一
番

(

一
部

)

二
番

(

十
二

棟
市
住

)
、
秋
月
一
丁
目

江
の
宮
町
一
番

(

秋
月
一
丁
目
自
冶
会

世
帯
を
除
く

)

三
番
か
ら
十
二
番

扇
町
市
住
　
　
　
自
　
冶
　
会
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第２３回夏祭りふれあい納涼大会 

  

                          

８
月
５
日
（
土
）
午
後
５
時
よ
り
秋
月
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
呼
び
太
鼓
で
始
ま
り､

大
声
大
会
・
紙
飛
行
機
大
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
・
菓
子
ま
き
と
続
き
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
子
ど

も
太
鼓
・
子
ど
も
み
こ
し
・
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
・

総
踊
り
で
お
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
ビ
ン
ゴ

大
会
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

約 2000 人の参

加がありました｡ 

バザーや夜店に協

力してお祭りを盛り

上げて くださ った

方々に感謝申し上

げます｡今後も地域

のため､子ども達の

ために力いっぱい頑

張ります｡ 

  

  

子
ど
も
俳
句(

昨
年
の
夏
休
み
子
ど
も
講
座
で
の
作
品) 

 

さ
ぼ
て
ん
を
さ
わ
る
と
い
た
い
い
た
い
は
り 

 

さ
く
ら
さ
く
新
入
生
は
か
わ
い
い
ね 

秋
に
は
ね
木
か
ら
枯
れ
葉
が
落
ち
て
く
る 

夏
休
み
五
七
五
が
楽
し
い
よ 

公
民
館
夏
の
行
事
は
楽
し
い
な 

ひ
ま
わ
り
が
肥
料
に
負
け
た
よ
枯
れ
ち
ゃ
っ
た 

二
学
期
に
み
ん
な
が
焼
け
て
や
っ
て
来
る 

僕
た
ち
は
二
学
期
楽
し
い
早
く
来
い 

 

秋
月
地
区
・公
民
館
の
主
な
年
間
行
事 

四
月 

（
幼
小
中
）
入
園
入
学
式 

五
月 

（
公
）
講
座
運
営
委
員
会
（
講
座
開
校
式
兼
人
権
教
育
講
座
） 

七
月 

（
公
）
夏
休
み
子
ど
も
講
座 

八
月 

（
コ
）
夏
祭
り
ふ
れ
あ
い
納
涼
大
会 

 
 
 

（
公
）
公
民
館
一
斉
清
掃 

九
月 

（
社
）
敬
老
会 

十
月 

（
コ
）
親
睦
大
運
動
会 

十
一
月
（
公
）
人
権
教
育
講
演
会 

十
二
月
（
公
）
年
末
大
掃
除 

一
月 

（
コ
）
新
春
ふ
れ
あ
い
の
集
い 

（
子
） 

ど
ん
ど
焼
き 

（
公
）
講
座
運
営
委
員
会 

二
月 

（
コ
）
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

三
月 

（
公
）
公
民
館
文
化
祭 

 
 
 

（
幼
小
中
）
卒
園
卒
業
式 

※ 

幼
＝
幼
稚
園 

小
＝
小
学
校 

中
＝
中
学
校 

公
＝
公
民
館 

 

コ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ 

社
＝
社
会
福
祉
協
議
会 

子
＝
子
ど
も
会 
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      秋月地区敬老会のお知らせ 
 

秋暑の候、皆様方には益々のご健勝のことお喜び申し上げます。 

さて、今年も敬老会の日が近づいて参りました。第 5回を迎えるに当り、実行委員一同 

は、敬老会がより『楽しい一日』でありますよう、頑張って準備しております。 

『すみよい町・ふれあいのある地区・平和な地域社会』を、築き上げられた皆様には、その 

功績に感謝するとともに、長寿をお祝いするため、下記のとおり秋月地区敬老会を開催致 

しますので、お友達を、お誘い合わせの上ご出席いただき、和やかな一日を楽しくお過ごし 

くださいますよう謹んでご案内申し上げます。 

 

記 

 

※日     時    平成１８年９月１７日（日曜日） 

             午前９時 00 分より  

※場     所    秋月小学校 体育館 

※敬 老 会 日 程         

受   付      午前 ９時００分～ ９時３０分 

式   典         ９時３０分～１０時００分  

演   芸         １０時００分～１２時００分（予定）          

1.  楠木幼稚園児  2.  秋月小学校生徒 

3.  秋月中学校生徒 4.  秋月公民館講座生 

        《お待ちしております》 

              秋月地区敬老会実行委員 

                                  委員長    末岡義治 

 

 掲
示
板 

○ 

地
域
だ
よ
り
題
字 

こ
れ
ま
で
別
々
に
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
か
ら
合
同
で
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
、
題
字
は
井
上
幸
弌
さ

ん
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○ 

善
意
銀
行 

六
月
に
故
福
田
久
雄
様
御
内
儀
福

田
時
江
様
他
親
族
ご
一
同
様
よ
り

秋
月
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

○ 

編
集
後
記 

三
団
体
の
編
集
委
員
が
度
々
集
ま
っ

て
、
苦
労
し
て
創
刊
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
、
い
た
ら

ぬ
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
気

づ
き
の
点
や
掲
載
し
て
欲
し
い
記
事

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 
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